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長に入る 1950年代後半になると、 1万 haを突破
した。 60年代に入ると農地転用面積は 2万 haを



























































































































































































































は約 7haに達した E しかし、その後は 1975，76，84
表1 宇治市工業用農地転用推移単位:ha 
総面転積用 工業用地: 比串
1971年 21. 37 6.65 31百
1972年 26.19 4.02 15百
1973年 35.96 3.62・ l岨
1974年 13.50 0.53・ 4百
1975年 11. 18 1. 72・ 15世
1976年 11. 44 1. 35 : 12団
1977年 12.22 0.67 : 5世
1978年 12.50 0.83 : 7胃
1979年 24.05 0.81 : 3世
1980年 17.27 0.62 4世
1971-80年| 20.82・ 1世
1981年 8.39 0.09 : l世
1982年 8.78 0.92 1叫
1983年 9.42 0.16 : 2世
1984年 10.05 1. 45 14世
1985年 11. 99 0.28 2首
1986年 7.28 0.23・ 3団
1987年 9.63 0.47・ 5首
1988年 9.11 0.85・ 叫
1989年 9.54 0.32・ 3首
1981一回年| 4. 77 5首
























代で 221人である。次に 50歳代が 185人、 70歳
???• 
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資料 京都府農業会議 『農政研究資料』各年版、 『宇治市統計書』各年版により作成。














は 15万 2，692人まで増加し、 1970年1.5倍とな
った。世帯数も 4万 5，748にのぼり、 1970年の
1.6倍に達した。この結果、市内の人口密度は 1970
年の 1，532人IknIから 1980年の 2，260人IknIに増え
た。 1990年になると、宇治市の人口は 17万 7，018






(I万 4，134人}を上回り、 1万 5，774人となってい
たが、 80年代に入ると、同様に減少傾向にあった
人口の社会増より少ない水準に低下した 2.0 1990 
年の時点で人口増加のうち、社会増は約 70%を占



































従業、通学する人数は、 1970年の 2万 5，334人か

























































数を見ると、大久保駅は 60年の 5倍以上、 70年
の約1.5倍に達している。また、小倉駅は 60年の
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資本と地域 第6・7合併号 (2010年 10月)
表2開発形態別にみた農地の公共転用状況
単位 a
住宅用地 鉱工業用地 インフ7用地 その他 合計
1971-75年 3.269 70.4百 221 4.8略 893 19.2唱 258 5.6首 4.641 100.0% 
1976-80年 9 4.5覧 0.5弛 96 47.5首 96 47.5首 202 100.0% 
1981-8 5年 55 2.6弛 245 11.4% 1.253 58.1百 603 28.0首 2.156 100.0弛
1986-8 8年 150 13.1弛 100 8.7% 265 23.1百 630 55.0首 1.145 100.0% 




















































































住宅用地 鉱工業用地 インフラ用地 その他 合計
1971-75年 6.269 49.4百 2.819 22.2弛 394 3.1百 3.217 25.3胃 12.699 100.0目
1976-80年 4，203 56.6覧 916 12.3弛 265 3.6百 2，045 27.5岨 7，429 100.0弛
1981-85年 2.257 52.0弛 121 2.8弛 187 4.3% 1.777 40.9% 4.342 100.0首
1986-88年 802 29.8目 260 9.7弛 60 2.2百 1.570 58.3百 2.692 100.0弛
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表 4のように、住宅形式は戸建率 67%、長屋皐 28% 倉町内の生産緑地面積の，%にすぎない.







1992年時点で生産緑地として残った島地は、小倉 表 5のように、宇治市域の人口は 1965年から 5
の 16地区においては約 3.01haで、字橋市生産緑 年ごとに 50%、29%、15%の増加率を示し、 70年
地面積の約.%を占める.図 8の対象地区のみを計 代後半以降の増加率はやや純化の傾向を示してい
算する1-、生産緑地がある甫堀池1-山際を合わせ る“.また、 1980年の人口数は 1965年のそれ1-
て、わずか納 O.2h.しか残っていない.これは小 比べてみると、 122%の増加離を示している一方で、
-13 -
資本と地域 第 6・7合併号 (2010年 10月)
図10地区開発の経緯
年国












【降1110. 1. ¥l 
決定}









































































































































E治市 Z槙E島町 1酬1975年 151.832 
1976年 1201 27.40明 11.03% 
1977年 439 1281 29.16省 12.752 22.627.276 2.817.989 11.57% 
1978 芋 549 173 31.51% 13.119 2.391 18.23省 13.53覧
1979 芋 525 169 32.19省 13.030 2.615 20.07省 28.575.899 3.913.880 13.70% 
1980 芋 510 170 33.33省 13.363 2.648 19.82%1 3 14.08覧
1981 4001 1661 41.50笥 13.734 3.185 23.19省 2 13.48% 
1982 384 
21 87 536 1I 42 9 7% 1 3 5 0 3 1 2 0 4 2 83075 431 省
38.614.441 13.60覧
1983年 61 44.25%1 14.2661 4.0001 1.981.60 31.25% 
1984年 384 48.44%1 13.9161 3.968 29.00% 
1985年 636 306 48.11% 14.719 4.472 
1986年 432 221 51.18覧 14.752 4.942 
1987年 412 205 49.76% 13.964 4.926 
1988~ 895 336 48.35‘ 14.4251 5.198 
1989~ 451 235 52.11l陥 14.1551 5.321 
1990年
B913草川1991年 4751 2551 53.68%1 14.806 

































30.38%1 46.588.177 14.739.930 31.64% 
33.50%1 20.862.148 42.53j幅
35.28%1 51.149.152 21，418.552 41.87% 
38.03‘l 47.54j幅
37.59%1 51.08% 



































資本と地場 第8・7合併号 (2010年 10月)



















..畠-， 本11. 動目2 + 鋤0.. -JJ陣 動0.17
櫨島-2 ;本屋監 動.5 + 動0.14 -JJ陣 鋤0>2
櫨"-3 j清水 動.11 石櫨 動0"'
指畠-， j平星 動0>， 動0.41 石橿 動。
掴島-5 i清水 動1>5 動0.7 石揖 動0A7
組畠-， 千里 動凪10 女川底 動Ui1 -T図 動0>，
a横.島-7 三+玉亙 駒働田0210 実111 -T図 働問S
組畠 8 +穴 費削22 実111 動0.1 周夜 動021


















































































































































































































































































































































































J W日本不動産学会誌』、 1988年 10月、 49、52
56ベージ。松本一実「代替農地取得の展開構造
と現代の土地農地問題一一京都府南部都市近郊







































は、 1965年に 11，725世帯、 1970年に 20，069世
帯、 1975年に 27，639世帯、 1980年に 32，242世
帯、 1985年に 35，233世帯、 1990年に 38，939世
帯となる。
31宇治市市民部農林茶業謀、前掲冊子、 15ページ。
82 宇治市『宇治茶~ 1990年、 11ベージ。京都府
農業会議の提供資料。
日宇治市『宇治市統書十書』各年版。
84 宇治市 『宇治市総合計画~ 1975年、 304-307ベ
ジー。
35 34に同じ。また、議事録を参考にした。




























月第 31号、 2ページ 0
"宇治市農業委員会『農委だよりうじ~ 1985年 6
月第 14号、 2ページ、 1986年 7月 17号、 5ベー
ジ。
48 宇治市農業委員会『農委だよりうじ~ 1991年
11月第 32号、 4ベージ。
49宇治市農業委員会『農委だよりうじJ1990年 2
月第 24号、 3ベージ園
田以下、国税庁ホームベージ (http://www.nta.go目
jp/zeimoku/sozoku.htm)相続税の関連ベージを参
考にした。
日これは棋島の準工業地域内の農地を調査した際、
農民たちから聞いたことである。本論文では、こ
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都市化にともなう市街化区域農地転用の変遷
新都市許画法実施以降における宇治市を事例にして (李)
のことを宇治市農業委員会で確認したうえで、こ
のような農地を I過渡農地」と名づけた。
(京都大学大学院農学研究科}
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